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 ● 総人口 　24,669 （25,184）人

 ● 男　性 　11,725 （11,984）人

 ● 女　性 　12,944 （13,200）人

 ● 世帯数 　10,875 （10,933）世帯

（住民基本台帳人口による）

平成26年11月末日現在（　）内は前年同月末日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　　　７期

問い合わせ 　   　　　　　　　　　　　　　　　　
　高知県中央西福祉保健所  0889－22－2588
　環境課  893－1160
　吾北総合支所住民福祉課  867－2300
　本川総合支所住民福祉課  869－2112

犬･猫に関する相談窓口 今 月 の 納 税

上下水道休日当番

今月の主な内容

平成２６年１２月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正されました３
高齢者虐待を防止しよう！４

平成２７年　年頭のごあいさつ２
乳幼児・児童医療費助成制度の対象となるお子さんの保護者の皆さんへ３

南海トラフ地震に備える耐震事業について５

いの町の人口

1

国指定重要無形民俗文化財「本川神楽」
　高知県内には９つの神楽があり「土佐の神楽」として昭和５５年に国の重要無形民俗文化財として登録されました。その内の
一つである「本川神楽」は、室町時代より家内安全、無病息災などの御祈祷の一つとして御神祭などで奉納されてきたと伝えら
れています。県内では珍しい夜神楽や真剣を使った舞などが特徴で、演目は奉納神楽として全１７演目があります。
　１月２４日（土）には東京国立劇場にて公演予定があり、中休みにあたる「座祝い」を除く１６演目を披露してきます。

謹賀新年



2
広報いの  2015  1月号

いの町長

塩田 　始

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
健
や
か
で
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
全
般
に
わ

た
り
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
衆
議

院
の
解
散
、
総
選
挙
と
な
り
ま
し
て
、
大
変

あ
わ
た
だ
し
い
年
末
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
国

民
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

平
和
な
国
づ
く
り
の
た
め
、
そ
の
使
命
を
果

た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
８
月
の
台
風
12
号
、
11
号
に
よ

る
２
週
続
け
て
の
豪
雨
に
よ
り
、
町
内
で
も

床
上
床
下
浸
水
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
幸
い
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
災
害
で
被
害
に
遭
わ
れ
ま

し
た
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
備
え
、
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
は
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
浸
水
対
策
と

し
ま
し
て
は
仁
淀
川
の
水
位
上
昇
に
よ
る
吐

口
樋
門
閉
鎖
時
に
お
い
て
も
排
水
を
継
続
し

て
行
え
る
よ
う
、
宇
治
川
流
域
に
お
け
る
排

水
能
力
向
上
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
町
と
し
ま
し
て
も
、
早
急
に
浸
水
災
害

を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
災
害
時
に
お
い
て
も
常

時
通
行
可
能
な
道
路
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
、

国
・
県
・
町
が
連
携
し
て
浸
水
対
策
事
業
を

推
進
し
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
務
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら

の
自
主
防
災
、
避
難
訓
練
な
ど
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
進

め
て
い
ま
す
高
知
西
バ
イ
パ
ス
に
つ
き
ま
し

て
は
、
１
月
20
日
ご
ろ
か
ら
国
道
33
号
上
空

を
横
断
す
る
橋
桁
を
仮
設
し
、
今
年
度
内
に

は
新
た
に
橋
梁
上
部
工
事
と
改
良
工
事
が
発

注
さ
れ
る
予
定
と
国
土
交
通
省
よ
り
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
工
区
に
つ
き
ま
し

て
も
、
平
成
27
年
度
の
枝
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
天
神

Ｉ
Ｃ
間
供
用
開
始
の
早
期
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
と
水
害
の
両
方
に
強
い
百
年
庁
舎
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
施
工
し
て
い
ま
す
新
本
庁
舎

建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
庁
舎
棟
の

躯
体
も
で
き
あ
が
り
、
現
在
内
装
工
事
を

行
っ
て
い
る
最
中
で
す
。
竣
工
は
３
月
15
日

を
予
定
し
て
お
り
、
本
庁
舎
で
の
業
務
開
始

は
５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
は

皆
様
に
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
、

健
全
で
安
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
元
日

いの町議会議長

井上 敏雄

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

合
併
か
ら
早
く
も
10
年
。
町
全
体
の
発
展

と
い
う
合
併
の
理
念
の
下
、
ま
た
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
新
本
庁
舎
建
築

で
は
、
長
ら
く
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
年
３
月
に
は
竣
工
し
、
５
月

に
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
気
持
ち
も
新
た
に
、

議
会
と
し
て
も
町
の
発
展
の
た
め
尽
力
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
第
９
回
高
知
国

際
版
画
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
が
紙
の
博
物
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
和
紙
文
化
と

版
画
文
化
の
発
展
を
願
っ
て
始
ま
っ
た
も
の

で
す
。
国
内
外
か
ら
の
出
品
数
も
多
く
、
ま

た
レ
ベ
ル
も
高
く
訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
昨
年
、
国
土
交
通
省
よ
り
仁
淀

ブ
ル
ー
で
知
ら
れ
る
仁
淀
川
（
３
回
目
）
・

吉
野
川
が
１
級
河
川
に
お
け
る
水
質
日
本
一

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
仁
淀
川
は
人
々

の
水
辺
利
用
率
が
高
く
全
国
的
に
知
名
度
が

上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

皆
様
方
の
自
然
を
大
切
に
す
る
ご
努
力
の
賜

物
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
今
後
の
観
光
や
商

業
の
発
展
の
た
め
に
も
、
こ
の
水
質
を
維
持

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
全
国
に
発
信
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
反
面
、

自
然
災
害
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
た
年
で
し
た
。

当
町
も
８
月
の
12
号
、
11
号
台
風
の
豪
雨
に

よ
っ
て
多
く
の
住
宅
や
、
国
道
・
町
道
の
浸

水
、
崖
崩
れ
と
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
他
県
で
は
多
く
の
大
切
な
人
命

が
奪
わ
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
自
然
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
し
た
年
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被

害
が
予
想
さ
れ
る
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起

き
る
確
率
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
議
会
と
し
て
も
継

続
し
て
災
害
対
策
、
地
震
対
策
な
ど
、
数
々

の
山
積
み
す
る
問
題
へ
の
対
応
を
、
行
政
と

共
に
協
力
し
、
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
中
間
報

告
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
開
か
れ
た
議

会
・
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
向
け
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
町
民
の
皆
様
方
の
さ
ら

な
る
ご
活
躍
と
、
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
元
日

平
成
27
年

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ
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広報いの  2015  1月号

乳幼児・児童医療費助成制度の
対象となるお子さんの保護者の皆さんへ

平成２６年１２月１日から
「児童扶養手当法」の一部が改正されました

◆ 問い合わせ ◆　　　町民課　  ８９３－１１１７　　　学校教育課　  ８９３－１９２２

◆ 問い合わせ ◆　　　町民課　  ８９３－１１１７

　学校、幼稚園及び保育園の管理下での負傷又は疾病など、独立行政法人日本スポーツ振興センター
の災害共済給付の対象となる医療費については、乳幼児・児童医療費助成制度の助成対象にはなりま
せんので、次のことにご留意ください。

●お子さんが学校管理下での負傷又は疾病により受診する場合は、医療機関には学校管理下での負傷
又は疾病であることをお伝えいただくとともに、いったん保険診療の自己負担分をお支払いください。

　乳幼児・児童医療費受給者証は提示しないようにしてください。

●このときにお支払いいただいた医療費につきましては、後日、日本スポーツ振興センターから、支払っ
た額の３分の１相当額（園児の場合は２分の１相当額）を加算し、学校や園を通じて給付されます。

　※もし、受給者証を提示して自己負担なしで受診された場合、自己負担分をお返しいただくこととなります。

●独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付の詳しい内容については、学校又は学校教
育課にお問い合わせください。

　大切なお知らせです！これまで、公的年金を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、
平成26年12月以降は、年金額が児童扶養手当より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給でき
るようになりました。児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。

▼今回の改正により新たに手当を受け取れる場合
・お子さんを養育している祖父母などが、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭でお子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　など

▼支給開始日
・手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことによ

り児童扶養手当が受給できなかった方のうち、平成26年12月１日に支給要件を満たしている方が、
平成27年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

・平成26年12月～平成27年３月分の手当は、平成27年４月に支払われます。

〈参考：児童扶養手当の月額〉
　・子ども１人の場合
　　全額支給：４１，０２０円
　　一部支給：４１，０１０円～９，６８０円（所得に応じて決定されます。）
　・子ども２人以上の加算額
　　２人目：５，０００円
　　３人目以降１人につき：３，０００円
　　※受給している年金額が手当額よりも低いかどうかはお問い合わせください。
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　「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」（高齢者虐待
防止法）が平成18年４月から施行されています。

１．高齢者虐待とは
　高齢者虐待とは、高齢者の身体に傷を負わせたり、基本的な人権の侵害や尊厳を奪うことをいいます。
２．こんなことが虐待になります
　高齢者虐待防止法では高齢者（65歳以上の人）の虐待とは、家族などの介護者又は施設職員など
による次のような行為と定義しています。

３．高齢者の虐待に気付いたら
　虐待に気付いた方は地域包括支援センターに相談してください。生命や身体に重大な危険がある場合、
通報は義務とされています。また、虐待を受けている高齢者本人も届出ができます。
　通報後、地域包括支援センター職員が立ち入り調査などを行い、必要な場合は高齢者を保護します。
　虐待を早期に発見し、第三者が介入することで事態の深刻化を防ぐことができます。虐待に気付いた
ときはひとりで抱え込んだり、悩んだりせず相談しましょう。

◆ＤＶ被害者のための電話相談のご案内◆  ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。

相談先 高知県女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

こうち男女共同参画センター
「ソーレ」 警  　  察

対象者 女性、ＤＶ被害者である男性  女性、男性 暴力被害者

電話番号  ８３３－０７８３
女性向け　  ８７３－９５５５
男性向け　  ８７３－９１００

お近くの警察署又は県警本部
生活安全企画課
（＃9110 又は  ８２３－９１１０）

相　　談
時間など

平日 9：00～22：00
土・日・祝日 9：00～20：00
（年末年始は休み）

女性向け　9：00～17：00
男性向け（予約制）
　第1、3火曜日　18：00～20：00
　（第2水曜日、祝日、年末年始は休み）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

身体的虐待
・たたく、つねる、殴る、蹴る
・ベッドに縛り付ける、意図的に薬を過剰に服用させる　など

心理的虐待 ・子供扱いする、怒鳴る、ののしる、悪口を言う、意図的に無視する　など

性的虐待
・排泄の失敗などに対して懲罰的に下半身裸にして放置する
・キス、性器への接触、セックスを強要する　など

経済的虐待
・日常的に必要な金銭を渡さない、使わせない
・本人の自宅などを無断で売却する
・年金や預貯金を本人の意思・利益に反して使用する　など

介護・世話の放棄

・入浴や排泄などの世話をしない
・食事・水分を十分に与えない
・必要な医療・福祉サービスを利用させない
・劣悪な住環境で生活させる　など

高齢者虐待についてのご相談および通報はこちらへ！！
　ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）地域包括支援センター　  ８９３－０２３１

高齢者虐待を防止しよう！
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 問い合わせ： 総務課 　   893-1113／吾北総合支所住民福祉課　   867-2300／本川総合支所住民福祉課　  869-2112

南海トラフ地震に備える耐震事業について

１．木造住宅耐震診断・改修の受付
　町では、南海トラフ地震に備え、木造住宅の安全性の向上を図り地震に強い安全な住まい
づくりを目指すために、木造住宅耐震診断及び改修事業を実施しています。

２．非木造住宅の耐震診断・改修の受付
　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する補助金です。耐震診断を実施
したことに対して3万円、耐震設計に20万円、耐震改修工事に90万円を上限に補助があります。着手前に申請
が必要となります。詳細はお問い合わせください。

３．ブロック塀の耐震対策補助
　町では、南海トラフ地震に備え、ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活
動の阻害など）の防止、又は軽減することを目指すために、ブロック塀等対策推進補助事業を実施しています。

▪耐震診断

1　対象となる住宅 町内に所在し、昭和56年５月31日以前に着工された在来軸組構法・地域伝統構法の木造住宅（一戸建て、
長屋、併用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2　対象とならない住宅 特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを含む混構造の住宅）
3　診断を受けることができる方 町内に居住し、対象となる住宅の所有者で町税などの滞納がない方

4　診断方法 申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や天井裏の点検口（開口
部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天井をめくるような調査は行いません。

5　診断費用 個人負担金として１棟　3,000円
6　申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

7　注意事項

①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講習」を受講し県へ登録さ
れている者です。

②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務付けるものではありま
せん。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定するものであり、地震に
よって倒壊しないことを保証するものではありません。

④町から耐震診断や耐震補強について各家庭に訪問・電話などにより勧誘をすることはありません。

▪耐震改修

1　要　　件

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が1.0未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が1.0以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改修設計については登録設計事務所が実施

し、耐震改修については登録工務店が実施するもの
④本年度中に事業が完了するもの

2　補助金額 〇耐震改修設計費 … 設計費用の2/3　　最高20万円
〇耐震改修工事費 … 最高90万円

1　補助対象者について
①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含む。）
②いの町税を滞納していない方

2　補助の対象となる
　  ブロック塀など

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、下記点検表に一つでも不適合があるものが補助
の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する点検表が異なります。

3　補助対象経費 補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去又は倒壊時の被害が少
ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の対象となります。

4　補助金額 定額（補助限度額）20万円、補助対象経費が20万円に満たない場合は、その額となります。また、補助金の
額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てになります。

コンクリートブロック塀の点検表

点検項目 点検内容
点検結果

適合 不適合
1 高さ 2.2mを超えている いいえ はい

2 壁の厚さ
高さ2mを超える塀で15㎝未満 いいえ はい
高さ2m以下で10㎝未満 いいえ はい

3 鉄筋

壁頂、基礎には横に、壁の端部及び隅
角部には縦に、それぞれ径9㎜以上の
鉄筋が入っている

はい いいえ

壁内に径9㎜以上の鉄筋が縦横80㎝
以内で入っている はい いいえ

4 控壁
（高さが1.2mを越える塀の場合）

3.4m以内ごとに、鉄筋が入った控壁
が塀の高さの1/5以上突出してある はい いいえ

5 基礎 丈が35㎝以上で根入れ深さが30㎝以
上の鉄筋コンクリート造の基礎がある はい いいえ

6 傾き、
ひび割れ

全体的に傾いている
又は1㎜以上のひび割れがある いいえ はい

7 ぐらつき 人の力で簡単にぐらつく いいえ はい

8 その他 塀が土留め壁を兼ねている
又は玉石積み擁壁などの上にある いいえ はい

組積造の点検表（鉄筋が入っていない場合） 

点検項目 点検内容
点検結果

適合 不適合
1 高さ 1.2mを超えている いいえ はい

2 壁の厚さ

各部分の厚さがその部分から
壁頂までの垂直距離の1/10以
上ある高さ2mを越える塀で15
㎝以上

はい いいえ

3 控壁

4m以内ごとに壁面からその部
分における壁の厚さの1.5倍以
上突出している、又は壁の厚さ
が必要寸法の1.5倍以上ある

はい いいえ

4 基礎 根入れ深さが20㎝以上ある はい いいえ

5 傾き、
ひび割れ

全体的に傾いている
又は1㎜以上のひび割れがある いいえ はい

6 ぐらつき 人の力で簡単にぐらつく いいえ はい

7 その他
塀が土留め壁を兼ねている
又は玉石積み擁壁などの上に
ある

いいえ はい
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講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

災
害
時
要
配
慮
者

避
難
支
援
の
取
組

　

町
で
は
、
災
害
時
に
自
分
で
は

避
難
で
き
ず
、
ま
た
、
家
族
の
助

け
も
受
け
ら
れ
な
い
人
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
避
難
で
き
る

か
を
記
入
し
た
計
画
「
個
別
計

画
」
づ
く
り
を
町
内
会
・
自
主
防

災
組
織
・
民
生
委
員
な
ど
の
地
域

の
人
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

個
別
計
画
未
着
手
の
地
区
対
象

に
10
月
に
開
催
し
た
個
別
計
画
説

明
会
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住

民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
取
組
事
例
や
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
災
害
時
要
配
慮
者
と
一
緒

に
防
災
訓
練
を
し
た
様
子
な
ど
の

地
域
の
活
動
を
発
表
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
発
表
の
様
子
】

13区の１地区自主防災会
会長　髙橋　和夫さん

西浦６区自主防災会
会長　鍋島　義安さん

是友奥名地区自主防災会
隊長　樋口　義博さん

波川公民館長　畑山　博行さん

　

町
が
説
明
会
で
使
用
し
た
災
害

時
要
配
慮
者
支
援
「
実
施
の
手
引

き
」
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.ino.kochi.
jp/

）
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－
３
８
１
０

ニュース

表
彰
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

11
月
11
日
に
法
務
省
に
て
、
更

生
保
護
功
労
者
に
対
す
る
法
務
大

臣
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
い
の
町
か
ら
は
、
武
政
正
二

さ
ん
が
保
護
司
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

武
政
さ
ん
は
、
主
に
保
護
観
察

事
件
及
び
生
活
環
境
の
調
整
事
件

の
担
当
と
し
て
、
平
成
４
年
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
ご
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

ニュース

第
９
回「
い
の
町  

太
陽
が

育
む
森
」交
流
活
動

　

太
陽
石
油（
株
）と
町
が
締
結
し

た
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
協
定
に
基
づ
き
、
11
月
15

日
、
清
水
程
野
地
区
に
あ
る
「
い

の
町　

太
陽
が
育
む
森
」
交
流
の

森
に
お
い
て
、
太
陽
石
油（
株
）関

係
者
の
皆
さ
ん
や
、
高
知
中
央
森

林
組
合
、
県
及
び
町
の
職
員
、
約

60
名
が
参
加
し
て
交
流
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
高
知
中
央
森
林
組

合
の
指
導
に
よ
り
、
ヒ
ノ
キ
林
の

間
伐
を
行
い
ま
し
た
。
慣
れ
な
い

斜
面
で
の
作
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
の
こ
ぎ
り
が
上
手
く
引
け
な

か
っ
た
り
、
ほ
か
の
木
に
引
っ
か

か
っ
て
な
か
な
か
倒
れ
な
い
木
が

あ
っ
た
り
と
、
林
業
の
大
変
さ
を

肌
で
感
じ
て
い
た
だ
い
た
間
伐
体

験
で
し
た
。

　

昼
食
は
、
毎
年
好
評
の
吾
北
地

区
農
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
研
究
会

に
よ
る
創
作
田
舎
料
理
を
堪
能
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
作
り
・
木
工
教
室
・
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
工
教
室
で
は
、
今
回
か
ら

新
た
に
「
竹
灯
り
作
り
」
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
竹
に
よ
る
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
程
野

に
あ
る
東
滝
か
ら
西
滝
ま
で
の

ル
ー
ト
を
歩
き
、
程
野
の
雄
大
な

自
然
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
晩
秋
の

程
野
の
森
林
の
中
で
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん

だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

ニ
ュ
ー
ス

ニュース
「
ド
コ
モ
四
国
　
土
佐
・
い
の

元
気
の
森
」の
環
境
整
備
を
実
施

　

10
月
25
日
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
四
国
支
社
と
町
が
締
結
し
た

「
ド
コ
モ
四
国　

土
佐
・
い
の　

元
気
の
森
」
実
施
に
係
る
協
定
に

基
づ
き
、
波
川
地
区
の
町
有
林
に

お
い
て
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
四

国
支
社
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
町

の
職
員
、
約
30
名
が
参
加
し
て
環

境
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

晴
天
の
下
、
東
屋
や
そ
の
周
辺

の
歩
道
の
草
刈
、
林
道
の
側
溝
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

汗
を
か
い
た
後
は
、
川
内
地
区

自
治
会
の
皆
さ
ん
が
作
ら
れ
た
お

昼
ご
飯
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

が
な
い
豊
か
な
森
林
の
中
で
の
環

境
整
備
活
動
で
皆
さ
ん
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ニュース

子
育
て
マ
マ・
パ
パ
の
サ
ポ
ー

ト
を
目
指
し
て
！
母
子
保
健

推
進
員
新
メ
ン
バ
ー
誕
生

！！

　

広
報
で
募
集
し
多
数
の
応
募
を

い
た
だ
い
た
、
母
子
保
健
推
進
員

養
成
講
座
が
終
了
し
、
こ
の
た
び

い
の
町
に
11
名
の
母
子
保
健
推
進

員
（
愛
称 

母
推
さ
ん
）
が
誕
生

し
ま
し
た
。
育
児
に
関
す
る
５
回

の
講
座
を
修
了
し
、
受
講
前
に
も

増
し
て
優
し
い
気
持
ち
と
意
欲
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
乳
幼
児
健
診
、

お
や
こ
っ
こ
た
い
む（
育
児
相
談
）

な
ど
で
活
動
す
る
予
定
で
す
。

　

母
推
さ
ん
は
子
育
て
中
の
親
子

を
支
え
、
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
る
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

「
育
児
の
悩
み
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
経
験
談
を
聞
い
て
み
た
い
」
な

ど
の
子
育
て
中
の
マ
マ
・
パ
パ
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

８
９
３

－

３
８
１
１

11名の母子保健推進員（新メンバー）

ニュース

伊
野
方
面
隊

秋
季
演
習
を
実
施

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

11
月
９
日
、
い
の
町
消
防
団
伊
野

方
面
隊
の
秋
季
演
習
が
伊
野
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
習
で
は
、
雨
天
の
た

め
全
体
で
消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
と

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
併
用
し
た
取

扱
講
習
・
通
信
訓
練
を
実
施
し
、

そ
の
後
礼
式
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

消
防
デ
ジ
タ
ル
無
線
講
習
に
つ

い
て
は
、
本
年
の
春
季
演
習
で
も

行
い
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
も
併
用
し
た
運
用
ル
ー
ル
に

つ
い
て
再
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
礼
式
訓
練
で
は
、
各
分
団

と
新
入
団
員
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

表
彰
受
領
も
含
め
た
基
本
的
な
礼

式
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
、
災
害
発
生
時
に

は
危
険
を
伴
う
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
き
び
き

び
と
指
揮
者
の
指
揮
に
従
う
こ
と

は
安
全
管
理
の
面
で
も
非
常
に
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

規
律
と
節
度
あ
る
礼
式
訓
練
を

通
じ
て
、
各
自
が
消
防
団
員
と
し

て
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

新
入
団
員
の
紹
介

　

新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た

方
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
で
の
消

防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に

お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防

団
活
動
に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

伊
野
方
面
隊

　

伊
野
分
団 

小
島　

拓
也

男
女
消
防
団
員
募
集
!!

～
わ
が
町
い
の
町
を
守
ろ
う
～

　

町
で
は
、
町
内
在
住
の
方
で
地

域
で
の
防
火
・
防
災
活
動
に
従
事

し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
、
健

康
で
使
命
感
あ
ふ
れ
る
18
歳
以
上

の
方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
各
分
団
又
は
仁

淀
消
防
署（

８
９
３

－

３
２
２

１　

消
防
団
係
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。



8
広報いの  2015  1月号

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

1
月
の

消
防
団
行
事
予
定

１
月
11
日（
日
）

　

消
防
出
初
式

　

（
高
知
県
消
防
学
校
）

１
月
18
日（
日
）

　

初
午
祈
願
祭

１
月
25
日（
日
）～
26
日（
月
）

　

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

　

（
八
代
神
社
、
山
中
家
住
宅
、

新
郷
土
館
）

お知らせ

い
の
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

町
で
は
昨
年
8
月
か
ら
「
い
の

町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
自
分
で
気
象
情
報
、

防
災
情
報
、
不
審
者
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
と
い
っ
た
情
報
種
別
と
、

配
信
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
も
の

で
す
。

（
情
報
種
別
）

①
防
災
情
報

　

避
難
勧
告
、
火
災
予
防
運
動
、

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
な
ど

※
火
災
発
生
場
所
な
ど
、
火
事
に

関
す
る
情
報
は
配
信
し
ま
せ
ん
。

②
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
民
祭
、氷
室
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
中
止
に
関
す
る
情
報

③
行
政
情
報

　

交
通
安
全
運
動
、大
規
模
な
断
水
、

行
方
不
明
者
な
ど
の
全
般
的
情
報

④
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺

情
報
な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報

⑤
教
育
情
報　

　

町
内
公
立
保
幼
小
中
に
お
け
る

台
風
や
大
雨
、
流
行
性
疾
病
な
ど

に
よ
る
臨
時
休
園
・
休
校
・
休
会

情
報
な
ど

⑥
気
象
情
報

　

気
象
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
、

地
震
情
報
な
ど

（
配
信
エ
リ
ア
）

　

情
報
種
別
に
よ
り
、
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
、
旧
三
町
村
や

小
学
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
登
録
方
法
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「ino@
entry.m

ail-dpt.jp

」
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコード（登録用）

　
　
　
　

↓

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
本
登
録
サ
イ
ト
）の
案
内
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

　
（
※
配
信
元
ア
ド
レ
ス
は
、

info@
tow

n.ino.kochi.jp 

で
す
。

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
な
ど
を
し
て
い

る
方
は
、
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。）

　
　
　
　
　

↓

　

本
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
配
信
情
報
、
配
信
エ
リ
ア
を

選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。（
※
30
分

以
内
に
登
録
を
終
了
し
て
く
だ
さ

い
。）

　
　
　
　
　

↓

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。（
完
了
）

お知らせ

家
具
転
倒
防
止
事
業
の

募
集
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

亡
や
ケ
ガ
の
原
因
の
約
８
割
が
家

具
な
ど
の
転
倒
落
下
や
家
屋
の
倒

壊
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

家
具
の
固
定
と
家
屋
の
耐
震
補

強
を
す
る
こ
と
で
、
揺
れ
に
よ
る

被
害
を
ほ
と
ん
ど
な
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
分
で
転
倒
防
止
対

策
の
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、

取
付
金
具
代
金
は
ご
負
担
い
た
だ

き
、
委
託
業
者
に
取
付
作
業
を
依

頼
し
ま
す
。

（高知県：南海トラフ地震に備えちょきより）

（
事
業
の
流
れ
）

　

申
請
書
の
提
出

　

→　

取
付
可
否
の
判
断

　

→　

決
定
通
知
書
の
送
付

　

→　

委
託
業
者
の
現
地
確
認

　

→　

取
付
作
業

　

→　

事
業
完
了

（
対
象
者
）

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
み
の
世
帯

②
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯

の
全
員
が
金
具
な
ど
を
取
付
で

き
な
い
場
合

④
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全
員

が
金
具
な
ど
を
取
付
で
き
な
い

場
合

⑤
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
者
が
い
る
世
帯

で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具
な
ど

を
取
付
で
き
な
い
場
合

⑥
介
護
保
険
認
定
台
帳
に
よ
り
要

支
援
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全

員
が
金
具
な
ど
を
取
付
で
き
な

い
場
合

⑦
前
６
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

町
長
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

（
固
定
箇
所
数
）

　

一
世
帯
に
つ
き
５
箇
所
ま
で

（
そ
の
他
注
意
事
項
）

・
取
付
金
具
代
金
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
家
具
の
柱
、
壁
な
ど
の
補
強
は

行
い
ま
せ
ん
。

・
借
屋
な
ど
の
場
合
、
家
屋
の
所

有
者
又
は
管
理
者
の
承
諾
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

・
設
置
後
、
必
ず
転
倒
し
な
い
こ

と
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
９

－

２
１
１
２
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広報いの  2015  1月号

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お知らせ

防
災
行
政
無
線
情
報

に
つ
い
て

　

伊
野
地
区
で
の
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
を
も
う
一
度
確
認
し

た
い
と
き
は
、
次
の
電
話
番
号
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
電
話
番
号

８
９
３

－

１
２
１
３

８
９
３

－

１
２
１
４

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

８
９
３

－

１
１
１
３

お知らせ

仁
淀
消
防

防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
管
内

（
い
の
町
・
日
高
村
）の
小
学
校

４
年
生
か
ら
、
防
火
図
画
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
し
た

が
、
優
秀
作
品
12
点
、
優
良
作
品

24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀
入

賞
者
の
作
品
を
使
用
し
て
、
平
成

27
年
の
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
優
秀
賞

い
の
町

伊
野
小
学
校 

菊
地　

航
矢
さ
ん

　

〃 

宮
本　

翔
大
さ
ん

伊
野
南
小
学
校 

中
村　

星
彩
さ
ん

　

〃 

吉
岡　
　

塁
さ
ん

枝
川
小
学
校 

大
川　

優
香
さ
ん

　

〃 

鷹
野　
　

和
さ
ん

　

〃 

吉
永
茉
奈
花
さ
ん

川
内
小
学
校 

千
田　

美
空
さ
ん

　

〃 

横
田　

大
樹
さ
ん

神
谷
小
学
校 

濵
田
あ
い
み
さ
ん

日
高
村

加
茂
小
学
校 

大
山　

大
吾
さ
ん

日
下
小
学
校 

濵
田　

実
央
さ
ん

　

管
内
の
学
校･

病
院･

事
業
所
な

ど
に
掲
示
し
ま
す
の
で
、
火
災
予

防
の
啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
役

場
本
庁
、
支
所
な
ど
に
設
置
し
ま

す
の
で
、
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す

が
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

お知らせ

要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
日

（
前
年
の
12
月
31
日
）に
お
い
て
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介

護
１
か
ら
５
）を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
で
、
一
定
の
基
準
に
該
当

す
る
方
は
、
住
民
税
・
所
得
税
の

所
得
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
場
合
、
ほ
け
ん

福
祉
課
で
発
行
す
る
認
定
書
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
控

除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
ほ
け
ん

福
祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

　

印
鑑

　

介
護
保
険
被
保
険
者
証

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　

８
６
９

－

２
１
１
４

◆ 住民税の申告会場のお知らせ ◆
　平成25年分に引き続き平成26年分につきましても所得の申告は、本庁舎建て替え

工事中のため『すこやかセンター伊野』で行います。

※吾北・本川総合支所の申告会場は変更ありません。なお、詳細については、広報２月号に
掲載を予定しています。

申告期間 ： ２月１２日（木）～３月１６日（月）
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広報いの  2015  1月号

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お知らせ

県
立
高
知
追
手
前
高
等
学
校

吾
北
分
校
支
援
事
業

　

町
で
は
、
生
徒
数
の
確
保
を
目

的
に
、
吾
北
分
校
生
徒
に
対
し
次

の
支
援
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
吾
北
分
校
新
入
生
支
援
金
制
度
】

▼
対
象
者

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
第
１
学

年
に
入
学
し
た
方

▼
支
援
金
の
額

　

10
万
円
を
限
度
に
支
給

【
吾
北
分
校
生
徒
通
学
費
補
助
金
】

▼
対
象
者

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
、
吾
北

分
校
へ
入
学
又
は
在
学
さ
れ
る
方

▼
補
助
金
の
額

　

定
期
券
購
入
額
の
1/2
相
当
額

【
い
の
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度
】

▼
対
象
者

・
平
成
27
年
度
に
お
い
て
吾
北
分

校
へ
入
学
又
は
在
学
さ
れ
る
方

・
本
人
又
は
保
護
者
が
い
の
町
に

一
年
以
上
住
所
を
有
し
、
な
お
、

引
き
続
き
本
人
が
修
学
期
間
以

上
居
住
す
る
見
込
み
の
あ
る
方

▼
貸
付
額　

※
無
利
子

　

月
額
１
０
，０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
教
育
事
務
所

８
６
７

－

２
１
３
３

お知らせ

在
宅
介
護
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
在
宅
で
高
齢
者
な
ど

を
介
護
し
て
い
る
方
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

▼
紙
オ
ム
ツ
チ
ケ
ッ
ト
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
在
宅
生
活
を
３

か
月
以
上
継
続
し
て
お
り
、
常
時

紙
オ
ム
ツ
を
必
要
と
し
て
い
る
方

▼
家
族
介
護
支
援
金
の
支
給

　

対
象
者
／
介
護
保
険
法
の
規
定

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て

要
介
護
２
以
上
で
、
在
宅
生
活
を

３
か
月
以
上
継
続
し
て
い
る
高
齢

者
な
ど
を
常
時
介
護
し
て
い
る
方

（
町
に
納
付
す
べ
き
債
務
を
滞
納

し
て
い
な
い
方
）

　

支
給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－

３
８
１
０

お知らせ
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ん
へ

　
～
交
通
事
故
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
遭
っ
た
と
き
～

▼
早
め
に
届
出
を

　

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
、
本

人
以
外
の
第
三
者
（
以
降
「
第
三

者
」）
の
行
為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を

し
た
場
合
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒

や
購
入
し
た
食
品
な
ど
が
原
因
の

疾
病
の
治
療
を
す
る
場
合
に
も
、

保
険
証
を
使
っ
て
治
療
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

そ
の
と
き
は
、
す
み
や
か
に
医

療
機
関
の
窓
口
へ
申
し
出
る
と
と

も
に
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

の
係
へ
も
届
出
を
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

届
出
が
さ
れ
な
い
と
、
医
療
機

関
か
ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
の
確

認
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
第
三
者

に
よ
る
負
傷
・
疾
病
の
可
能
性
が

あ
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
方
に

「
負
傷
・
疾
病
原
因
届
」
の
提
出

を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
は
一

時
立
替
払
い

　

交
通
事
故
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
、

そ
の
原
因
が
第
三
者
に
あ
る
場
合
、

こ
れ
ら
に
伴
う
治
療
費
は
本
来
第

三
者
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
で
は
「
被
保
険
者
の
治

療
を
受
け
る
権
利
」
を
保
障
す
る

と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
時
立
替
払

い
の
形
と
し
、
後
か
ら
第
三
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
第
三
者
か
ら
治
療
費
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
の
立
替
は
で
き

ま
せ
ん
。

▼
示
談
を
す
る
前
に

　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
係

に
届
出
を
す
る
前
に
示
談
が
成
立

し
て
し
ま
う
と
、
国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
が
第
三
者
に
請
求
で
き

な
く
な
り
、
被
保
険
者
へ
不
当
利

得
返
還
請
求
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
示
談
を
す
る
前
に
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
に
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

８
９
３

－

１
１
１
７

お知らせ

印
鑑
登
録
証
の
サ
イ
ズ
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
新
し
い

サ
イ
ズ
の
印
鑑
登
録
証
を
発
行
し

ま
す
。
現
在
発
行
さ
れ
て
い
る
も

の
よ
り
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
管
理
し

や
す
い
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の

方
は
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
新
し
い
サ
イ
ズ
の

も
の
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
無
料

交
換
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
登
録
証

を
窓
口
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
新
サ
イ
ズ
（
カ
バ
ー
含
む
。）

　
　

縦
57
㎜
×
横
82
㎜

▼
受
付
開
始

　

１
月
５
日
（
月
）
～

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

８
９
３

－

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
９

－

２
１
１
２

印鑑登録証
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ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

お知らせ

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
つ
く
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
老
後
や
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

▼
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

☟
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
～
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い

て
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

☟
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族

年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（
子
の
あ

る
配
偶
者
や
子
）
が
受
け
取
れ
ま

す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
年
金
事
務
所

８
７
５

－

１
７
１
７

お知らせ

平
成
26
年
度
合
同
公
売
会

in 

佐
川
の
開
催
に
つ
い
て

　

滞
納
処
分
に
よ
り
差
押
え
た
財

産
を
佐
川
町
及
び
南
国
・
香
南
・

香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
と
合
同

で
入
札
及
び
せ
り
売
り
に
よ
る
公

売
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

１
月
17
日
（
土
）
９
時
～

　
　

１
回
目
入
札
開
始／

９
時
30
分

　
　

２
回
目
入
札
開
始／

10
時
20
分

　
　

せ
り
売
り
開
始

／
11
時
10
分

　
　

３
回
目
入
札
開
始／

11
時
50
分

　
　

再
入
札
開
始

／
12
時
40
分

▼
場
所

　

佐
川
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
佐
川
町
甲
３
５
６
番
地
２
）

▼
必
要
な
も
の

①
購
入
代
金
（
当
日
一
括
払
い
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

被
保
険
者
証
な
ど
）

③
印
鑑
（
法
人
の
場
合
代
表
者
印
）

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

８
９
３

－

１
１
１
８

お知らせ

水
道
管
の

凍
結
防
止
に
つ
い
て

▼
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
水
道
管

破
裂
な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な

場
所
に
あ
る
場
合
は
、
防
寒
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

○
北
向
き
の
寒
い
場
所

○
日
照
時
間
の
短
い
場
所

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▼
水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
付
け
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や
布

で
代
用
で
き
ま
す
。

▼
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解

凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
破
裂
し
た
ら

　

水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
の
止
水
栓

を
締
め
て
応
急
処
置
を
し
、
い
の

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
い
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
水

道
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水
道
施

設
の
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課８

９
３

－

１
９
２
０

　

吾
北
総
合
支
所
建
設
課　

８
６
７

－

２
３
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５
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ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お知らせ

発
電
用
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

代
行
証
明
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
６
月
に
林
野
庁
に
よ

り
示
さ
れ
た「
発
電
利
用
に
供
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
証
明
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
基
づ
き
、小
規

模
森
林
所
有
者
や
零
細
な
個
人
経

営
の
林
業
事
業
体
な
ど
が
伐
採
・

出
材
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い

て
、発
電
の
燃
料
と
し
て
、円
滑
に
、

か
つ
、秩
序
を
も
っ
て
供
給
さ
れ
る

よ
う
に
、間
伐
材
な
ど
由
来
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
や
一
般
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
由
来
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
町

が
代
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

証
明
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
、

必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
時
に
添
付
が
必
要
な
書
類

・
保
安
林
の
場
合
／
保
安
林
内
伐

採
許
可
通
知
書
な
ど

・
森
林
経
営
計
画
対
象
森
林
の
場

合
／
森
林
経
営
計
画
に
係
る
伐

採
届
出
書
な
ど

・
そ
の
他
普
通
林
の
場
合
／
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
の
計
画
の

適
合
通
知
書
な
ど

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

８
６
７

－

２
３
２
２

お知らせ

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と

き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
涵
養
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　

保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

１
．
届
出
対
象
者

　

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、
立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
権
限
を
有
す
る
方
と
な
り
ま

す
。

①
自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に

よ
っ
て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森

林
所
有
者

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

買
い
受
け
人
の
連
名

２
．
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

８
６
７

－

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課８

９
３

－

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ

森
林
の
土
地
の
所
有
者

届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

▼
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
、
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

　

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

８
６
７

－

２
３
２
２

　

産
業
経
済
課８

９
３

－

１
１
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

開
発
許
可
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
か
ら
県
民
の

命
を
守
る
こ
と
や
、
県
外
か
ら
の

移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
規
制
が
一
部

緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
津
波
浸
水
予
測
区
域
か
ら
の
転

居
に
伴
う
住
宅
の
建
築

◆
市
街
化
調
整
区
域
の
空
き
家
の

賃
貸

　

詳
し
く
は
県
土
木
部
都
市
計
画

課
又
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tow

n.ino.kochi.
jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
土
木
部
都
市
計
画
課

８
２
３

－

９
８
４
９

　

建
設
課

　
　
　
　

８
９
３

－

１
１
１
６
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講
座
・
講
演

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

お知らせ

林
業
就
業
相
談
会
・

林
業
体
験
教
室
の
開
催

　

林
業
に
就
業
し
た
い
方
、
関
心

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
林
業
事
業

体
や
林
業
関
係
団
体
の
担
当
者
が

個
別
面
談
に
よ
り
お
応
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
会
に
先
立
ち
林
業

体
験
教
室
も
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

【
相
談
会
】

　

２
月
14
日（
土
）、
12
時
30
分
～

16
時
30
分（
受
付
締
切
16
時
）、
高

知
城
ホ
ー
ル（
高
知
市
丸
ノ
内
）で

開
催

【
体
験
教
室
】
　

①
２
月
12
日（
木
）、
10
時
～
17
時
、

森
林
研
修
セ
ン
タ
ー（
香
美
市

土
佐
山
田
町
）で
開
催

②
２
月
13
日（
金
）、
９
時
40
分
～

16
時
、
香
美
市
香
北
町
内
の
山

林
現
場
で
開
催

※
体
験
教
室
は
事
前
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
２
月
３
日（
火
）ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー

０
８
８
７

－
５
７

－

０
３
６
６

お知らせ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
が
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
が
、
ご
自
身
が
林

退
共
へ
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら

な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま

す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
に
対

し
、
各
種
手
続
き
（
共
済
手
帳
の

紛
失
、
退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
で
き
る

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
部
又
は
本
部
へ

お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.rin

taikyo
.

taisyokukin.ho.jp/

）
で
も
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部

０
３

－

６
７
３
１

－

２
８
８
７

お知らせ

平
成
27
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請（
指
名
願
）の
受
付

を
行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度（
平
成
27
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
の

1
年
間
）に
町
が
実
施
す
る
建
設

工
事
、測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、物
品
の
購
入（
製
造
）、役
務

の
提
供
等
の
一
般
競
争（
指
名
競

争
）入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
15
日（
木
）～

　
　

２
月
27
日（
金
）

　

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
配
便
に
よ

る
場
合
は
2
月
27
日（
金
）必
着
と

し
ま
す
。

▼
有
効
期
間

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日
の

1
年
間
）

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.tow

n.ino.kochi.jp/
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

技
術
監
理
課８

９
３

－

１
１
１
４

講座・教室
「
高
血
圧
公
開
講
座
」開
催

の
お
知
ら
せ

　

高
血
圧
は
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
心
血
管
病
に
対
す
る
最
大
の

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
血

管
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
高
血

圧
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
理
解

が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
次
の
日
程
で
高

血
圧
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

２
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

９
時
～
13
時
30
分

▼
場
所　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊

野　

食
生
活
改
善
教
室

▼
内
容
／
講
師

１
．
血
圧
測
定

２
．
高
血
圧
に
つ
い
て（
病
態
、薬
、

日
常
生
活
な
ど
）

循
環
器
専
門
医　

宮
野
伊
知
郎

３
．
高
血
圧
の
食
事
に
つ
い
て（
昼

食
に
は
減
塩
料
理
を
食
べ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

管
理
栄
養
士　

新
谷　

美
智

４
．
高
血
圧
の
薬
と
の
上
手
な
つ

き
あ
い
方

薬
剤
師　

浜
田　

美
和

▼
参
加
料　

　

５
０
０
円
（
材
料
費
代
）

▼
主
催

　

仁
淀
病
院
健
康
い
き
い
き
教
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
病
院
総
務
係

８
９
２

－

１
５
５
１

講座・教室
さ
わ
や
か
に
伝
え
る
技
術

～
自
己
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～

　

自
分
の
感
情
は
、言
葉
で
す
っ
き

り
と
相
手
に
伝
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。ど
ん
な
に
い
い
言
葉
で
も
、頭

の
中
で
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
相
手

に
伝
わ
り
ま
せ
ん
。こ
の
講
座
で
は
、

自
己
表
現
と
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。

※
６
か
月
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で

の
予
約
制
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

２
月
14
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　

15
日（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時（
全
２
回
）

▼
講
師　

松
田　

知
恵 

氏

　
（
雷
門
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、東
京
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
セ
ラ
ピ
ー
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

２
，０
０
０
円

▼
申
込
受
付　

１
月
10
日（
土
）

　

９
時
か
ら
電
話
で
受
付

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
ソ
ー
レ
」

８
７
３

－

９
１
０
０
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催
し・イ
ベ
ン
ト

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

お
　
　
礼

講
座
・
講
演

講
座
・
教
室

講座・教室

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練

を
受
け
ま
せ
ん
か

　

就
職
を
目
指
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
お
考
え
の
方
の
た
め
に
、
３

～
６
か
月
の
職
業
訓
練
コ
ー
ス
を

開
講
し
ま
す
。
訓
練
期
間
中
も
修

了
後
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
各
訓

練
施
設
が
積
極
的
に
就
職
支
援
を

行
い
ま
す
。
受
講
申
込
は
、
住
所

を
所
管
す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お

願
い
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
別
途
必
要

講座・教室
親
子
運
動
遊
び
教
室
で「
体
の
動

か
し
方
」を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

　

親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
を
す

る
な
か
で
、
多
様
な
動
き
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
参
加
対
象
者

　

幼
児（
3
歳
～
5
歳
児
）と
そ
の

保
護
者
「
先
着
30
組
」

※
親
子
で
行
う
活
動
で
す
の
で
、

お
子
さ
ん
お
一
人
に
つ
き
保
護
者

の
方
１
名
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
日
時　

1
月
31
日（
土
）

　

10
時
～
11
時（
9
時
45
分
集
合
）

▼
場
所　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ

「
か
る
ぽ
ー
と
」

▼
講
師　

野
田　

智
洋 

氏

　

（
高
知
大
学
医
学
部　

講
師
）

▼
申
込
方
法
な
ど

　

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
県
ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
育
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.koch
i.

lg.jp/soshiki/310501/taiiku.
htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　
　

（
電
話
に
よ
る
申
込
も
可
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

県
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー

ツ
健
康
教
育
課
（
担
当
：
川
上
）

　

〒
７
８
０

－

０
８
５
０　

　

高
知
市
丸
の
内
１

－

７

－
52

　
　
　

８
２
１

－
４
９
２
９

８
２
１

－
４
８
４
９

講座・講演
「
あ
り
の
ま
ま
の

あ
な
た
で
い
い
の
」

～
重
度
重
複
障
害
を
持
つ
娘
と

歩
ん
だ
29
年
～

　

Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ（
オ
ー
プ

ン
ハ
ー
ト
）
は
、
障
害
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
、
人
は
人
と
し
て
、

自
分
が
望
む
地
域
で
生
活
し
つ
づ

け
た
い
、
地
域
社
会
と
の
ふ
れ
あ

い
の
中
で
人
と
し
て
の
成
熟
を
促

し
た
い
、
そ
し
て
介
助
負
担
が
家

族
だ
け
に
重
く
の
し
か
か
る
の
で

は
な
く
、
社
会
全
体
の
負
担
で
う

ま
く
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
け
る

よ
う
な
場
を
地
域
で
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
の
想
い
で
重
い
障
害
を

重
複
し
て
持
っ
た
障
害
児
・
者
の

保
護
者
が
立
ち
上
げ
結
成
し
た
会

で
す
。

　

重
度
重
複
障
害
者
の
娘
を
持
ち
、

周
囲
の
方
の
手
助
け
を
受
け
な
が

ら
子
育
て
し
た
体
験
を
も
と
に
、

地
域
で
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

助
け
て
も
ら
っ
た
か
、
ま
た
ど
ん

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
か
な
ど
も
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
興

味
の
あ
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
26
日（
月
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　

受
付
９
時
30
分
～

▼
場
所　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野　

　
　

大
会
議
室

▼
講
師　

宇
賀　

恵
子 

氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

Ｏｐ
ｅ
ｎ 

Ｈ
ｅ

ａ
ｒ
ｔ　

代
表
）

▼
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

８
９
３

－

３
８
１
０

お   

礼

　

い
の
町
成
山
４
８
８
番
地
、
黒

田
栄
子
様
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

偕
楽
荘

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆ 人権擁護委員無料相談のご案内 ◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 １月21日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

吾北 １月13日㈫ 10：00～15：00 吾北中央公民館

◆ 法務局相談窓口・問い合わせ ◆
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課  822－3503

◆ 人 権 擁 護 委 員 の 連 絡 先 ◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
井上　　晃  　〃　加田599  892－1154
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
金子　　覺  　〃　枝川826－1  893－2135
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422

訓練コース名 定員 訓練
期間

入所日～
終了日　

募集期間
（説明会日時）

初 歩 か ら 学 べ る 建 築
CAD・施工技術者養成科 8 4か月 2月19日㈭～

6月18日㈭　

  1月7日㈬～1月28日㈬
【説明会】

  1月13日㈫、20日㈫

多品目有機農業実践科 12 6か月 2月26日㈭～
8月25日㈫　

  1月14日㈬～2月4日㈬
【説明会】

  2月10日㈫

美 容セラピー・エステ
ティック養成科 15 4か月 2月26日㈭～

6月25日㈭　

  1月14日㈬～2月4日㈬
【説明会】

  1月23日㈮
■問い合わせ　ポリテクセンター高知　 ８３３－１０８５
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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

お
　
　
礼

催
し・イ
ベ
ン
ト

募
　
　
集

募　集

臨
時
保
育
士
・

幼
稚
園
教
諭
の
募
集

　

４
月
か
ら
、町
立
保
育
園
・
幼

稚
園
（
幼
稚
園
は
伊
野
地
区
の

み
）で
勤
務
す
る
臨
時
の
保
育
士
、

幼
稚
園
教
諭
の
募
集
を
し
ま
す
。

職
業
安
定
所
を
通
し
て
の
雇
用

と
な
り
ま
す
の
で
、１
月
中
に
県

内
の
職
業
安
定
所
で
手
続
き
の
上
、

面
接
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
面
接
日
時　

　

２
月
14
日（
土
）

　
　

９
時
～
17
時

▼
面
接
場
所

　

伊
野
公
民
館

　

（
い
の
町
３
５
９
７
番
地
）

▼
必
要
資
格　

　

保
育
園
勤
務
希
望
…
保
育
士

　

幼
稚
園
勤
務
希
望
…
幼
稚
園
教
諭

▼
勤
務
先

　

枝
川
・
八
田
・
川
内
・
天
神
・

神
谷
・
吾
北
の
各
保
育
園

　

伊
野
・
枝
川
の
各
幼
稚
園

▼
勤
務
時
間　

　

町
の
規
定
に
よ
る

▼
給
料　

　

町
の
規
定
に
よ
る

▼
雇
用
時
期　

４
月
以
降

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課８

９
３

－

１
９
２
２

募　　集

い
の
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画（
案
）へ
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

い
の
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
案
）を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
意
見
募
集
案
件

　

い
の
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
案
）

▼
意
見
募
集
期
間

　

１
月
23
日（
金
）
ま
で
募
集
中

▼
資
料
の
閲
覧
方
法

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w

w
.tow

n.ino.kochi.jp/

）

の
添
付
資
料
及
び
印
刷
物

※
印
刷
物
は
、
本
庁
・
枝
川
出
張

所
・
八
田
出
張
所
・
天
王
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
吾
北
総
合
支

所
・
本
川
総
合
支
所
の
６
か
所
に

あ
り
ま
す
。

▼
意
見
の
提
出
方
法

　

印
刷
物
閲
覧
場
所
に
あ
る
用
紙

に
記
入
し
投
函
箱
に
投
函
す
る
方

法
及
び
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課８

９
３

－

１
９
２
２

募　集

吾
北
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス

入
居
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
入
居
資
格　

60
歳
以
上
の
単
身

世
帯
又
は
夫
婦
世
帯
及
び
同
居
者

が
２
親
等
以
内
の
親
族
で
２
人
世

帯
で
あ
り
、
在
宅
福
祉
支
援
が
あ

れ
ば
自
立
し
て
生
活
の
で
き
る
身

体
に
障
害
の
あ
る
者

▼
概
要　

募
集
戸
数
／
１
戸

　

場
所
／
小
川
西
津
賀
才
６
５
０

番
地

▼
使
用
料　

入
居
者
の
収
入
に
よ

り
１
４
，４
０
０
円
～
３
８
，３
０

０
円

▼
入
居
の
時
期　

２
月
中
旬

▼
そ
の
他　

入
居
が
決
定
し
た
際

に
は
、
県
内
に
居
住
す
る
連
帯
保

証
人
２
名
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
書
配
布
及
び
受
付
期
間

　

１
月
５
日（
月
）～
16
日（
金
）

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

申
込
書
は
左
記
に
て
配
布
・

受
付
し
ま
す
。（
※
た
だ
し
、
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
７

－

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

８
６
９

－

２
１
１
２

催し･イベント

第
34
回
吾
北
駅
伝
大
会

　

第
34
回
吾
北
駅
伝
大
会
を
開
催

し
ま
す
。参
加
さ
れ
る
場
合
は
申
込

先
に
設
置
の
申
込
書
に
て
１
月
16
日

（
金
）ま
で
に
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　

２
月
８
日（
日
）

　

小
雨
決
行
で
す
が
、荒
天
な
ど
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
資
格　

各
区
間
を
完
走
で

き
る
者
５
名
で
一
つ
の
チ
ー
ム
を

編
成
す
る
こ
と

▼
コ
ー
ス　

清
水
土
居
～
下
八
川

漉
地
の
国
道

▼
部
門
・
区
間
数
・
距
離
な
ど

・
小
学
生
の
部

　

※
保
護
者
の
許
可
を
受
け
た
者

　

５
区
間　

11
．
３
㎞

・
一
般
男
子
の
部

　

※
中
学
生
以
上

　

５
区
間　

16
．
５
㎞

・
一
般
女
子
の
部

　

※
中
学
生
以
上

　

５
区
間　

11
．
３
㎞

・
壮
年
の
部

　

※
40
歳
以
上（
男
女
混
合
で
の
女

性
の
年
齢
制
限
は
35
歳
以
上
）

　
　

５
区
間　

11
．
３
㎞

▼
表
彰

①
優
勝
チ
ー
ム
に
は
優
勝
カ
ッ
プ

を
授
与
し
ま
す
。

②
第
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に
は
表

彰
状
と
メ
ダ
ル
を
授
与
し
ま
す
。

③
部
門
ご
と
の
区
間
第
１
位
の
者

に
は
区
間
賞
を
授
与
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　

す
ぱ
ー
く
吾
北
（
小
川
高
岩
）

▼
日
程

　

８
時
30
分
～　

選
手
受
付

　

９
時
～　
　
　

開
会
式

　

９
時
40
分
～　

選
手
移
動

　

10
時
30
分　
　

ス
タ
ー
ト

　

12
時
30
分
～　

閉
会
式

　

選
手
受
付
・
開
会
式
・
閉
会
式

は
、
す
ぱ
ー
く
吾
北
で
行
い
ま
す
。

▼
参
加
料
（
１
チ
ー
ム
）　

　

町
内
チ
ー
ム
／
５
０
０
円

　

町
外
チ
ー
ム
／
２
，０
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課　８

９
３

－

２
０
１
２

　

吾
北
教
育
事
務
所

８
６
７

－

２
１
３
３

　

本
川
教
育
事
務
所

８
６
９

－

２
３
３
１

　

11
月
23
日
に
春
野
総
合
運
動

公
園
補
助
競
技
場
で
開
催
さ
れ

た
平
成
26
年
度
高
知
県
小
学

生
ト
ラ
ッ
ク
記
録
会
で
、い
の
町

陸
上
教
室
の
伊
野
南
小
学
校
６

年
生 

谷
本
虎
翼
さ
ん
が
男
子

５
・
６
年
生
１
０
０
０
ｍ
の
部

で
３
分
10
秒
54
の
記
録
を
収
め
、

１
位
に
な
り
ま
し
た
。お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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仁淀病院からのお知らせ

整形外科での骨折治療
整形外科　小野　剛史

　基本的に骨折に対してはギプス固定などの保存治療と手術治療の２つがあります。手術の方が望ましいなら
当院では骨折に対し以下の手術を行っています。今回は比較的頻度の高い骨折を取り上げます。

①上腕骨近位部骨折：プレート固定、髄内釘固定
　肩の外傷では脱臼とともに頻度が高いです。主にプレート固定術を行っています。
②上腕骨遠位部骨折：プレート固定、ワイアー固定
　骨折のタイプにより骨折部の内側、外側からプレート固定術を行っています。
③橈骨遠位端骨折：プレート固定、髄内釘固定
　大腿骨頚部骨折に次ぐ頻度の高い骨折。骨折のタイプによりプレート固定術か髄内釘固定術を行っています。
④大腿骨近位部骨折：人工骨頭置換術、髄内釘固定、スクリュー固定、プレート固定
　最も頻度の高い骨折。頚部内側骨折であれば人工骨頭術かスクリュー固定術を行っています。頚部外側骨折
であれば主に髄内釘固定術を行っています。
⑤大腿骨遠位部骨折：プレート固定、髄内釘固定
　時に人工膝関節置換術後に生じることがあります。骨折のタイプによりプレート固定術か髄内釘固定術を
行っています。
⑥膝蓋骨骨折：ワイアー固定
　テンションバンドワイアリング法にてワイアー固定を行っています。
⑦脛骨近位部骨折：プレート固定
　骨折のタイプにより骨折部の内側、外側からプレート固定を行い、必要に応じて骨移植を追加しています。
⑧足関節骨折：スクリュー固定、プレート固定、ワイアー固定
　足関節の捻挫により生じることがあります。内果はスクリュー固定術かワイアー固定術、外果はプレート固
定術かスクリュー固定術を行っています。
⑨踵骨骨折：プレート固定、スクリュー固定
　高所からの転落で生じます。骨折のタイプによりプレート固定術かスクリュー固定術を行っています。

上腕骨近位部 上腕骨遠位部尺骨近位部 橈骨遠位部

大腿骨遠位部 脛骨近位部膝蓋骨 下腿骨遠位部

頭蓋骨（ずがいこつ）

鎖　骨（さこつ）

上腕骨（じょうわんこつ）

骨盤骨（こつばんこつ）

橈　骨（とうこつ）

大腿骨（だいたいこつ）

腓　骨（ひこつ）

脛　骨（けいこつ）

尺　骨（しゃっこつ）

脊椎骨（せきついこつ）

肋　骨（ろっこつ）

〈手術例〉
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警察署からのお知らせ  土佐警察署　　  852ー0110
 いの警察庁舎　  893ー1234

～地震・津波災害に備えよう～

スリップ事故に注意！！

○揺れから身を守るポイント　　・地震の発生を早く知る　・大事な頭をまず守る　・危険な場所から離れる

寒さが厳しいこの時期は、
　・橋の上
　・日陰部分
　・雨（雪）で路面が濡れたままの所
　・トンネルの出入り口
など、思わぬ場所で道路が凍結していることがあります。

　凍結した路面での「急加速・急ブレーキ・急ハン
ドル」といった「急」のつく操作は、スリップ事故に
つながる危険性が非常に高くなります。
　車間距離を十分にとり、スピードを控え、早めのブ
レーキを心がけてください。

○外にいたらどうしたらいいの？
対応方法

街中を歩いていたら 　建物の近くを歩いているときは、ガラス窓、看板などの落下物に注意し、
持ち物で頭をカバーし、身を守れる場所に逃げましょう。

ブロック塀や自動販売機の横を歩いていたら 倒れる恐れがありますので、すぐに離れましょう。

車を運転していたら
ゆっくり減速し、あわてず左側路肩に停車して、エンジンを停止させましょう。
ドアはロックせず、エンジンキーはつけたままにして車から離れましょう。
車外に出るときには、他の通行車両にはねられないように注意しましょう。
貴重品などは車内に残さないようにしましょう。

バス、電車内では 係員の指示に従い冷静に行動しましょう。
海や川では 高台などを目指し速やかに逃げましょう。

優良運転者の支部表彰受付のご案内
　交通安全協会いの支部では、支部表彰に該当する方
の受付を行います。
◎表彰基準（四輪・二輪）
　交通安全協会の会員であり、過去7年間無事故・無違

反の方
◎受付期間　12月1日（月）～1月31日（土）

◎支部表彰式　4月を予定しています。
◦安全運転センター発行の無事故無違反証明書は自

己負担です。（630円）
◦お忙しい方、証明書の取得方法が分からない方は直

接下記までご連絡ください。
　事務局で代理申請も受付しています。

問い合わせ先：交通安全協会いの支部（いの警察庁舎内　  893－1234　内線44）

自宅近くやよく通る道に凍結する箇所はありませんか？

1月10日は110番の日です！
１１０番は、あなたの生命・身体・財産を守る電話です。
緊急の事件・事故に関する情報はためらわず積極的に１１０番してください。
また、急を要さない相談などは、＃９１１０又は警察署・駐在所などにおかけください。
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友
草　

水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

そ
れ
ぞ
れ
の
影
歩
み
ゆ
く
冬
満
月田

蔦
恵
美
子

（
評
）友
人
か
そ
れ
と
も
家
族
で
連
れ
立
っ
て
月

夜
に
出
か
け
た
で
あ
ろ
う
か
。歩
い
て
い
る
人
皆

そ
れ
ぞ
れ
に
影
を
連
れ
て
い
る
。冬
の
月
光
の
下

を
歩
い
て
い
る
情
景
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
鮮

明
で
あ
る
。揚
句
は
上
五
の「
そ
れ
ぞ
れ
の
」が

よ
く
生
き
て
い
る
。

　

月
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
が
あ
る
が
、単
に

月
と
言
え
ば
季
語
は
秋
を
さ
す
。旧
９
月
13
日

の
月
を
十じ

ゅ
う

三さ
ん

夜や

、15
日
を
名
月
、16
日
を
十い

六ざ

夜よ
い

と
言
う
。冬
は
冬
満
月
、寒
月
光
な
ど
が
あ
る
。

◦
伊
那
谷
の
冬
満
月
の
白
さ
か
な佐

川　

広
治

風
を
読
み
石つ

蕗わ

の
花
茎
日
毎
伸
ぶ

竹
崎
た
か
ひ
ろ

（
評
）晩
秋
は
菊
の
花
の
世
界
で
あ
る
。野
性
の

菊
で
特
に
海
岸
に
多
い
の
は
黄
色
の
石
蕗
の
花
、

真
白
い
花
の
野
路
菊
で
あ
る
。両
方
と
も
庭
園

な
ど
に
も
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

　

風
の
中
の
石
蕗
の
花
茎
が
昨
日
よ
り
今
日
と

日
毎
に
伸
び
て
い
る
と
観
察
し
て
い
る
。同
作

者
の
句
で「
一
斉
に
南
を
指
し
て
石
蕗
の
花
」が

あ
る
。確
か
に
花
は
太
陽
の
方
向
に
む
い
て
い
る
。

細
か
い
観
察
眼
に
よ
っ
て
句
は
生
ま
れ
る
。

◦
つ
わ
ぶ
き
の
花
の
日
々
新
た
な
り高野　

素
十

茶
の
花
や
母
の
教
え
の
身
み
だ
し
な
み
嗜

津
田　

久
美

（
評
）晩
秋
と
も
な
れ
ば
純
白
に
黄
色
の
蘂し

べ

の
茶

の
花
が
清せ

い

楚そ

な
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。生
前
に

母
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
身み

嗜だ
し
な

み
を
教
え
ら
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
る
作
者
で
あ
る
。

　

身み

嗜だ
し
な

み
と
は
身
な
り
、言
葉
、態
度
な
ど
整
え

る
こ
と
で
あ
る
。昔
は
親
の
責
任
と
し
て
特
に
母

親
は
厳
し
く
躾し

つ
け

と
し
て
教
え
た
の
で
あ
る
。季

語
の「
茶
の
花
」が
こ
の
句
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。

◦
茶
の
花
や
父
を
限
り
の
薬
売
り大

島　

潮
子

と
ん
ぼ
に
も
異い

骨ご
っ

相そ
う

気
質
風
に
向
く

岡
村　

嘉
夫

（
評
）と
ん
ぼ
の
群
れ
が
風
に
向
か
っ
て
飛
ん
で

い
る
。風
に
押
し
流
さ
れ
る
と
ん
ぼ
も
あ
る
が

中
に
は
風
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
る
の
も
あ
る
。

他
の
と
ん
ぼ
は
風
に
乗
っ
て
流
さ
れ
る
よ
う
に

飛
ん
で
い
る
の
に
自
分
の
意
思
を
貫
く
よ
う
風

に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
る
の
を
異
骨
相
気
質
と

ユ
ー
モ
ア
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
異
骨
相
と
は
意い

固こ

地じ

、片
意
地
、頑
固

の
こ
と
。

◦
赤
と
ん
ぼ
み
な
母
探
す
ご
と
く
ゆ
く

細
谷　

源
二

　
　
二
句
抄

靴
底
に
優
し
き
落
葉
踏
み
て
ゆ
く	
小
野
川
町
子

な
か
な
か
に
腰
の
上
ら
ぬ
今
朝
の
冬

早
々
と
千
切
り
柚
子
湯
を
ほ
し
い
ま
ま	

片
岡　

包
女

山
茶
花
の
日
当
る
花
に
添
い
歩
く

つ
な
ぐ
手
の
母
の
温
み
や
七
五
三 

大
川　

節
弥

千
二
百
年
歩
き
遍
路
の
道
や
秋

一
乗
谷
栄
華
を
偲
ぶ
う
す
紅
葉	

森
岡　

照
月

幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
る
石
蕗
の
花

立
冬
や
人
の
縁
の
絶
ち
が
た
く 

間　
　

浩
太

も
う
少
し
生
き
て
み
よ
う
か
立
冬
の
ぬ
く
し

残
る
虫
も
う
一
度
の
み
立
ち
止
ま
る 

伊
藤　

萩
甫

一
年
に
一
度
芋
茎
酢
み
そ
和
え

古
都
の
柿
届
き
て
食
へ
ば
法
隆
寺 

國
田　

貞
子

う
す
寒
き
日
は
洋
服
も
並
べ
お
り

お
と
め
に
と
貰
い
し
零む

余か

子ご

炊
き
あ
が
る	

川
村　

博
子

行
く
秋
や
潮
の
香
り
を
持
ち
帰
る

石
垣
の
野
菊
の
満
開
香
を
放
つ 

井
上　

松
代

木
も
れ
日
の
石つ

わ

蕗ぶ
き

花
の
葉
の
艶
光

秋
日
和
笑
顔
の
句
友
車
椅
子 

津
田　

久
美

夜
露
お
く
車
静
か
に
並
び
け
り	

田
蔦
恵
美
子

一
斉
に
南
を
指
し
て
石
蕗
の
花	

竹
崎
た
か
ひ
ろ

菊
花
展
世
相
の
変
化
見
え
隠
れ 

岡
村　

嘉
夫

取
り
か
え
る
敷
布
の
真
白
冬
日
燦	

友
草　

水
月

渋
滞
の
尾
灯
眩
し
き
冬
隣

　
　

名　

句　

鑑　

賞 

友
草
水
月

乾か
ら

鮭さ
け

も
空く
う

也や

の
痩や

せ
も
寒
の
中 

松
尾
芭
蕉

　

干
乾
び
た
鮭
が
荒
縄
で
虚
し
く
吊
る
さ
れ
て

い
る
。痩
せ
細
っ
た
僧
が
寒
さ
の
中
鉢
を
叩
き

な
が
ら
勧
進
し
て
廻
っ
て
い
る
。

　

乾
鮭
と
空
也
と
異
な
っ
た
素
材
を
巧
み
に
絡

ま
せ
て
見
事
に
厳
寒
の
冷
た
さ
と
乾
き
を
表
現

し
て
い
る
。己
の
虚
し
さ
と
孤
愁
と
に
置
き
換

え
て
漂
泊
の
生
き
様
を
詠
み
あ
げ
て
い
る
。「
空

也
」と
は
京
都
の
洛
中
や
洛
外
を
念
仏
を
唱
え

少
し
の
食
物
や
お
布
施
を
貰
う
、鉢
叩
と
も
言

わ
れ
る
仏
門
の
修
業
の
一
つ
で
あ
る
。

　

新 

年 

の 

ご 

挨 

拶 

友
草
良
雄

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆

さ
ん
も
よ
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。町
内
外
の
方
か
ら「
俳
句
を
見
て
い
ま
す
よ
」

「
選
評
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
の
声
を
よ

く
聞
き
ま
す
。俳
句
が
少
し
で
も
町
民
の
方
々

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

会
員
一
同
お
互
い
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
す
る
と
共
に
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 
８
９
３

－

２
０
１
２

今
月
の
こ
ど
も
川
柳

卒
業
は
　
喜
ぶ
け
れ
ど
　
み
な
が
な
く

川
内
小　

６
年　

宮
脇　

佳
凛

（
評
）そ
う
だ
そ
う
だ
ね
。卒
業
す
る
こ
と
は
う
れ
し
い
け

れ
ど
、毎
日
通
っ
て
い
た
学
校
や
お
友
達
、お
世
話
に
な
っ

た
先
生
と
の
別
れ
が
あ
る
。う
れ
し
い
こ
と
だ
け
ど
寂
し

い
ね
。そ
ん
な
気
持
ち
を
素
直
に
詠
ん
だ
小
学
６
年
生
の

川
柳
に
心
打
た
れ
た
。今
の
気
持
ち
を
大
事
に
育
っ
て
ほ

し
い
な
、と
願
う
ば
か
り
。

陸
上
で
　
つ
か
れ
た
足
に
　
あ
り
が
と
う

枝
川
小　

５
年　

篠
藤　

拓
真

（
評
）陸
上
で
頑
張
っ
た
。足
も
か
ら
だ
も
疲
れ
た
普
通
の

こ
と
と
思
わ
ず
に
、足
を
さ
す
り
な
が
ら「
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
で
き
る
や
さ
し
い
５
年
生
。う
れ
し
い
限
り
で

す
。大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

土
佐
弁
は
　
な
ぜ
か
た
の
し
い
　
ど
う
し
て
だ

川
内
小　

４
年　

松
岡　

り
ん

こ
ん
ち
く
し
ょ
う
　
ど
っ
か
行
っ
ち
ゃ
え
　
台
風
め

吾
北
小　

６
年　

久
保　

嵐
士

た
の
し
い
な
　
本
の
せ
か
い
に
　
行
き
た
い
な

伊
野
小　

５
年　

山
﨑　

ひ
ろ
と
し

ま
っ
か
っ
か
　
心
さ
び
し
い
　
空
と
山

枝
川
小　

６
年　

片
岡　

彩

学
校
に
　
あ
っ
た
ら
い
い
な
　
秋
休
み

伊
野
南
小　

５
年　

長
瀧　

奈
々

夜
空
見
る
　
雲
の
間
に
　
丸
い
月

川
内
小　

５
年　

筒
井　

咲
希

紅
葉
だ
　
赤
や
黄
色
に
　
色
づ
い
た

長
沢
小　

５
年　

増
井　

咲
良

も
み
じ
葉
が
　
風
に
ゆ
れ
る
と
　
秋
の
音

枝
川
小　

６
年　

土
居　

凛
乃

※「
こ
ど
も
川
柳
」は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。次
回
提
出
締
め
切
り
は
１

月
９
日（
金
）で
す
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
お
願
い

し
ま
す
。）

※
選
評
は
、川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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1 月 ・ 2 月 の 催 し 物

○東京写真月間2014
　「写真の日」記念写真展  2014巡回展
　１月2日（金）～１月１1日（日）
　「東京写真月間」は、写真文化の

普及と発展を図るために社団法
人日本写真協会が写真業界に呼
びかけて催されているイベントで
す。「東京写真月間2014」「写真の
日」記念写真展・2014の上位入賞
作品など計40点と、いのちの伝承
―日本の世界自然遺産をめぐるい
となみ寺沢孝毅「知床　万物共生
の半島」約20点を展示します。

○～土佐和紙と土佐漆喰の出合いから～
　「田村雅昭と草流舎のしごと」展
　開催中～１月１２日（月）
　いの町の郷土人形師、田村雅昭さ

ん（草流舎）の展覧会です。土佐
和紙と土佐漆喰ならではの風合い
と、丁寧な手仕事を是非ご覧くだ
さい。

新春三味線演奏（めぶき会）
１月２日（金） 11：00～／13：00～

３日（土） 11：00～／13：00～

○水が生まれるところ石鎚山系
　写真スライド＆トークショー
　１月１７日（土）　13：00～
　写真家の高橋宣之さんの講演で

す。高橋さんは40年以上、白猪谷な
どで撮影を続けているそうです。

　※原生林の動画の上映や和紙へ
印画した写真なども展示します。

○第２５回　手づくり紙芝居コンクール
　【本選および表彰式】
　１月１８日（日）　12：00～16：00
　コンクールの予選通過者が、紙芝

居を実演します。応募者以外の
方もご観覧いただけます。

　【優秀作品展】
　１月２１日（水）～２月１日（日）
　手づくり紙芝居コンクールで入賞

した作品を展示します。

○伊野の日本画作家・越智明美の世界
　「色の戯れ」展
　２月３日（火）～２月２０日（金）
　高知の珊瑚から作った絵具で描い

た作品や、他分野の作家とコラボ
レーションした小作品など、和紙を
はじめとする様 な々素材に描いた日
本画や版画、約50点を展示します。

○第８回全国土佐和紙はがき絵展
　２月７日（土）～３月２９日（日）
　土佐和紙はがきに描かれた作品を

全国から募集し、全応募作品を展
示します。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○初春の市
　１月２日（金）～１月５日（月）
　特選呉服いしはらの展示会です。

初春にふさわしく、伝統工芸のき
ものや帯、華やかな和装小物など
約300点を展示販売します。

○古布からの贈り物
　　　　ほのぼの春まち展
　１月２２日（木）～１月２６日（月）
　佐川町、渡邉淳子さんの展示会で

す。手仕事のぬくもりを感じるうさ
ぎやねずみのお人形などのお細工
物のほか、巾着袋や香袋、ハギレ
など、約300点を展示販売します。

○モロッコ・トルコ・中央アジアの
　手織りキリム・絨毯展
　～敷物と西洋アンティーク骨董～
　２月３日（火）～２月８日（日）
　高知市、ギャラリーカフィラの展示

会です。主にモロッコ・トルコのあ
たたかい手織りラグ、風格のある
カーペットなど中近東を中心とし
た敷物、約50点、普段使いのアン
ティーク雑貨、お皿、カップ、グラ
フ、その他、ジュエリーなど約50点
を展示販売します。

○冬のほっこり手作りIRO・いろ展
　～南の風グループ～
　２月１１日（水）～２月１４日（土）
　南の風グループによる展示会です。

ちょっとお洒落な普段着をテーマ
に天然素材・着物素材を使った洋
服・布小物類・パッチワーク、染物、
木工細工アクセサリーなど約150
点を展示販売します。

 893-0886
●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日休館）

http://kamihaku.com/ 検 索

■販売コーナーは、入場無料です。

■購入日から1年間、何度でも入場
できるお得な年間観覧券（1,500
円）販売中

■□年末年始の開館について□■

12月27日（土）～1月1日（木） 休館
1月2日（金）・3日（土） 開館
1月4日（日）・5日（月） 休館
1月6日（火）～ 通常どおり

紙の博物館

▲▽ 楮の皮はぎ体験 ▽▲
▪日時　１月２８日（水） １３:00～
▪会場　土佐和紙工芸村
　　　　楮畑（施設裏側）
　　　　駐車場に案内板があります。
▪持ち物
　軍手・防寒具・タオル・飲物
　汚れてもかまわない服装でお
越しください。
※参加費無料・申込不要
　楮を蒸して皮をはぐ作業は、和
紙を作る最初の工程です。当日、
皮はぎを体験していただけます。
土佐和紙工芸
村のスタッフが
指導しますので、
お気軽にご参
加ください。
▪問い合わせ
　土佐和紙工芸村実習室
　  ８９２－０１２７
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伊
野
幼
稚
園

◆ 

生
け
花
に
挑
戦
し
ま
し
た

　

就
学
前
教
育
支
援
事
業
で
青
木
須
磨
子

先
生
を
講
師
に
迎
え
４
・
５
歳
児
が
生

け
花
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
黄
菊
に
目
鼻

を
付
け
た
ひ
よ
こ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
３

個
で
作
っ
た
犬
を
メ
イ
ン
に
「
か
わ
い
い

ね
」「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
喜
ぶ
ろ
う
ね
」
な
ど
、

思
い
思
い
に
楽
し
み
な
が
ら
花
を
生
け
て

い
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
、
素
敵

な
花
々
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
祖
父
母

参
観
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
祖
父
母
の

方
々
は
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

芋
が
た
く
さ
ん
取
れ
ま
し
た

　

６
月
に
お
芋
ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
と
一
緒

に
植
え
た
お
芋
の
苗
が
グ
ン
グ
ン
育
っ
て

お
い
し
い
お
芋
に
な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
お
芋
を
自
分
で
洗
っ
て
、
ア

ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
み
、
大
き
な
鉄
板
の
上

で
焼
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
育
て
た
お

芋
は
甘
く
て
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
お
か

わ
り
を
し
て
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
。

◆ 

絵
本
が
大
好
き
！

　

毎
月
第
２
水
曜
日
に
、
保
護
者
と
い
の

町
立
図
書
館
の
方
が
、
園
児
に
絵
本
を
読

ん
で
く
れ
ま
す
。
園
児
の
心
が
動
き
、
絵

本
と
触
れ
合
う
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

枝
川
幼
稚
園

◆ 

第
21
回
四
国
国
公
立
幼
稚
園
長

研
究
会
高
知
大
会

　

大
会
主
題
「
未
来
に
つ
な
ぐ
確
か
な
幼

稚
園
教
育
」

　

趣
旨
―
―
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
は
、

子
ど
も
の
親
の
み
な
ら
ず
、
今
の
社
会

を
構
成
す
る
す
べ
て
の
大
人
に
と
っ
て
の

願
い
で
あ
り
、
ま
た
喜
び
で
あ
る
。
私
た

ち
は
、
未
来
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
真

に
心
豊
か
に
育
っ
て
い
く
た
め
に
、
「
不

易
」
と
「
流
行
」
を
見
極
め
つ
つ
、
絶
え

ず
そ
の
中
で
教
育
の
在
り
方
を
問
い
続
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
改
め
て
〝
四
国
は
ひ
と
つ
〟
と
い
う
思

い
の
も
と
、
未
来
に
つ
な
が
る
幼
稚
園
教

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
て

い
き
た
い
。
（
一
部
抜
粋
）
―
―

　

11
月
６
・
７
日
に
上
記
主
題
・
趣
旨
の

も
と
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
枝
川
幼
稚
園

で
公
開
保
育
を
行
い
ま
し
た
。
四
国
内
よ

り
ご
来
賓
の
皆
さ
ん
や
園
長
先
生
を
お
迎

え
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公

開
保
育
で
の
多
く
の
学
び
を
こ
れ
か
ら
の

幼
稚
園
教
育
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

◆ 

お
芋
掘
り
・
焼
き
芋
を
楽
し
み
ま
し
た

　

６
月
に
Ｊ
Ａ

コ
ス
モ
ス
壮
青

年
部
伊
野
支
部

の
方
の
お
世
話

で
植
え
付
け
た

さ
つ
ま
芋
が
大

き
く
な
り
、
お

家
の
方
と
一
緒

に
収
穫
を
し
ま
し
た
。
大
き
な
お
芋
は
お

家
へ
お
土
産
に
、
後
は
幼
稚
園
で
保
育
園

の
お
友
達
と
一
緒
に
焼
き
芋
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。
「
ほ
っ
か
ほ
っ
か
で
と
っ
て

も
お
い
し
～
い
」
と
、
お
か
わ
り
を
し
て

食
べ
ま
し
た
。
地
域
の
方
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
子
ど
も
た
ち

は
豊
か
な
経
験
を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

伊
野
小
学
校 

◆ 

外
部
講
師
・
専
門
の
先
生
か
ら
学
ぶ

　

「
色
々
な
人
と
か
か
わ
る
」
こ
と
を
通

じ
て
、
ね
ら
い
に
迫
る
学
習
に
な
っ
た
り
、

人
と
の
対
応
の
仕
方
を
学
ん
だ
り
、
相
手

を
慮
っ
た
り
、
幅
広
い
学
び
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
、
外
部
の
方
に
来
て
い
た

だ
い
て
の
学
習
も
し
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
に
は
、
県
土
木
事
務
所
の
方
に

よ
る
防
災
学
習（
５
年
）、
旅
行
会
社
の
方

に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
学
習（
６
年
）、
専

門
の
先
生
に
よ
る
音
楽
指
導（
４
～
６
年
）、

盲
導
犬
と
共
に
生
活
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
を
お
招
き
し
て
の
人
権
学
習（
３
年
）、

地
域
の
方
に
よ
る
ミ
ニ
先
生
授
業
な
ど
な

ど
。

　

音
楽
会
を
一
つ
の
目
標
に
し
た
音
楽
学

習
。
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
や
音
を
体
で
感
じ

て
、
技
術
を
向
上
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
よ
り
専
門
の
技
術
を
持
た

れ
た
先
生
に
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
チ
ャ

ン
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

♬
は
な
ま
る
学
級
は
和
太
鼓
の
演
奏
に
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挑
戦
。
毎
年
、
地
域
の
大
久
保
さ
ん
が
指

導
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
年
も
真
剣

に
、
楽
し
く
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

♬
４
～
６
年
生
の
歌
唱
指
導
は
、
間
先

生
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
わ

ず
か
１
～
２
時
間
の
指
導
で
は
あ
り
ま
す

が
、
パ
ワ
ー
の
あ
る
、
そ
し
て
厳
し
く
も

楽
し
い
指
導
に
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
は

ぐ
ん
と
素
敵
に
な
り
ま
す
。
教
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
溶
け

込
ん
で
技
術
ア
ッ
プ
し
、
気
持
ち
よ
く
表

現
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

伊
野
中
学
校 

◆ 

文
化
発
表
会

　

10
月
26
日
に
伊
野
中
学
校
の
文
化
発
表

会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
た
く

さ
ん
来
校
し
て
く
だ
さ
り
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

や
生
徒
会
バ
ザ
ー
、
弁
論
大
会
、
英
語
暗

唱
大
会
は
継
続
し
、
さ
ら
に
新
し
い
取
組

や
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
の
工
夫
を

加
え
て
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
生
徒
会
執
行
部
と
教
員

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ダ
ン
ス
や
全
校
で
の
校

歌
合
唱
、
職
員
合
唱
も
行
い
ま
し
た
。
弁

論
大
会
時
に
は
発
表
者
を
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
す
な
ど
し
て
会
場
の
後
ろ
で
見
ら

れ
て
い
る
方
へ
の
工
夫
も
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
校
で
取
り
組
ん
だ
新
聞
や
美

術
・
家
庭
科
の
作
品
を
格
技
室
に
展
示
し

ま
し
た
。
体
育
館
受
付
横
に
は
生
花
部
が

前
日
に
時
間
を
費
や
し
て
生
け
た
作
品
も

あ
り
、
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
午
後
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部
や
コ
ー

ラ
ス
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
最
後
は
恒
例

の
吹
奏
楽
部
演
奏
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
弁
論
・
英
語
暗
唱
・
指

揮
者
・
伴
奏
者
そ
れ
ぞ
れ
の
努
力
を
讃
え
、

各
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
学
級
別
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
最
優
秀
に
３
年
３
組
が

選
ば
れ
、
い
の
町
小
中
学
校
連
合
音
楽
会

へ
の
出
場
権
を

得
ま
し
た
。

　

休
日
の
な
か
、

ご
来
校
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
さ

ん
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆ 

防
災
学
習

　

10
月
30
日
に
は
防
災
学
習
と
し
て
、
講

師
に
高
知
大
学　

岡
村
眞
教
授
を
お
招
き

し
、
「
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
」
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
全
校
生
徒
が
真
剣
に
学

習
を
深
め
ま
し
た
。
講
演
の
な
か
で
地
震

に
よ
る
い
の
町
へ
の
影
響
や
そ
の
対
策
を

具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
度

７
規
模
に
な
れ
ば
１
分
以
上
揺
れ
る
と
町

内
に
あ
る
山
の
斜
面
は
崩
れ
る
と
こ
ろ
が

多
く
、
山
津
波
も
発
生
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

校
舎
は
比
較
的
安
全
で
倒
れ
な
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
震
時
に
は

机
の
下
に
入
り
、
し
っ
か
り
脚
を
お
さ
え
、

頭
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
普
段

様
々
な
場
面
で
知
っ
て
い
た
こ
と
も
含
め
、

岡
村
先
生
の
お
話
を
聞
く
と
、
防
災
へ
の

心
構
え
を
常
に
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

家
庭
で
の
備
え
と
し
て
厚
底
の
靴
や
90

㎝
位
の
バ
ー
ル
が
あ
る
と
役
立
つ
、
エ

ア
コ
ン
の
位
置
、
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
の
必

要
性
、
固
定
し
て
い
な
い
タ
ン
ス
の
近
く

で
寝
な
い
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の
注
意
点

も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
是
非
実
践
し

て
く
だ
さ
い
。
岡
村
先
生
の
お
話
の
中
で

「
防
災
は
予
防
」
「
地
震
の
際
は
生
き
残

る
こ
と
を
考
え
る
」
「
原
則
と
し
て
自
分

が
助
か
る
こ
と
考
え
る
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
も
こ
の
講
演
を
も
と
に
防
災
教

育
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
防
災
に
対
す
る
意
識
を
深
め
、
「
知

識
」
を
「
知
恵
」
と
し
て
命
を
守
れ
る
力

を
身
に
付

け
さ
せ
た

い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ご
家
庭
や

地
域
で
も

防
災
に
つ

い
て
の
備

え
を
お
願

い
し
ま
す
。
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図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

新しく入った本　下記のほかにもあります。
【小説】
・神坐す山の物語（浅田　次郎 著／双葉社） ・キャロリング（有川　　浩 著／幻冬舎）
・家族シアター（辻村　深月 著／講談社） ・べんけい飛脚（山本　一力 著／新潮社）
・鳥たち（よしもとばなな 著／集英社） ・自覚－隠蔽捜査5.5－（今野　　敏 著／新潮社）
【児童】
・ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。－マララ・ユスフザイさんの国連演説から考える－（石井　光太 文／ポプラ社）
・お仕事ナビ２　ゲームを作る仕事（理論社）
・みんな知りたい！ドクターイエローのひみつ（講談社）
・４ひきのりっぱなこぐま（アーノルド・ローベル 作・こみやゆう 訳／好学社）
・林家木久扇のみんなが元気になる学校寄席入門　（彩流社）
【ノンフィクション・そのほか】
・地方消滅－東京一極集中が招く人口急減－（増田　寛也 著／中央公論新社）
・日本に巣喰う4つの怪物（カレル・ヴァン・ウォルフレン 著／KADOKAWA）
・反グローバリズムの克服（八代　尚宏 著／新潮社）　　
・長嶋茂雄最後の日。（鷲田　　康 著／文藝春秋）
・松下幸之助の憂鬱（立石　泰則 著／文藝春秋）

予定

◆ 図書館バスの運行について ◆
（吾北・本川・天王地区）

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

 ８５０－４３６０

●図書館ホームページ　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/ （図書の検索・Web予約※ができます。）
　※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30までホームページの閲覧、Web予約ができません。ご了承ください。

▪住所 … いの町元町41番地　  850－4360　
▪開館時間 … 9：30～18：00
▪1月の休館日 … 年始（３日まで）、月曜日、30日（館内整理日）

▪住所 … いの町枝川2462番地　  850－4350
▪開館時間 … 9：30～18：00（12：00～13：00昼休み）

▪1月の休館日 … 月・水・金・日曜日、年始（５日まで）

10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３歳児・保護者対象】
絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽しみ
ませんか？お気軽にご参加ください。

＊ Peek a boo ＊1
20 火10：00～11：00

☆ 今月は第2金曜日 ☆

＊ 読み聞かせ勉強会 ＊

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室（枝川コミュニティセンター内）

1
9 金

＊ くつしたのあな
スペシャル・かるた大会 ＊

＊ ルネサンスについての
書籍を展示しています ＊

1
17 土

　14世紀から16世紀にかけて、イタリアを
はじめとしてヨーロッパ各地に生起した「ル
ネサンス」。
　今月はルネサンスに関する
小説、美術などに関する書籍
を展示しています。　

学校や家庭で絵本の読み
聞かせをされている方を
対象に勉強会を開催して
います。

＊本館は１月４日（日）から、枝川分室は１月６日（火）から開館です。

かるた大会を今年も開催し
ます。参加希望の方は本館
（下記連絡先）まで電話又
は直接お申し込みください。

14：30～15：30
☆ 毎月第3土曜日 ☆

▪吾北地区・本川地区の方へお知らせ▪
　吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立
図書館の小説、ノンフィクション、料理、健康の本な
どあらゆるジャンルの書籍を随時50冊貸出ししてい
ます。是非ご利用ください。

●休館日の返却はブックポストをご利用ください。
　本館は正面玄関、枝川分室は入口に設置しています。
●いの町立図書館の本などは、本館・枝川分室どちら

でも返却できます。
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ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

※行事への参加を希望される方は事前にお申し込みください。（ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。）
※詳しくは、ぐりぐらつうしんをご覧いただくか、直接お問い合わせください。

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日　13:30～15:00　　　※予約不要
※小児科医と助産師への個別相談は事前にお申し込み

ください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

＊ お楽しみ会 ＊ 
★図書館バス
  １月  7日（水）　10：15～11：00

★小麦粉粘土
  １月15日（木）　10：00～11：00

★絵本の読み聞かせ・親子ふれあい遊び
  １月16日（金）　10：30～11：00

★豆まき
   2月  3日（火）　10：30～11：00

＊ てくてくひろば（現地集合・解散） ＊ 
★図書館Peek a boo　

  1月20日（火）　10：30～11：00　

＊ 保護者会いちごサークル活動 ＊ 

★子育て講座Ⅱ『子どもの育ちとオモチャの関わり』
　講師：高知おもちゃ図書館　はとぽっぽ
   1月27日（火）　10：00～11：00　

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

 1月・2月初旬行事予定 

☆ Peek a boo ☆ことりさん、こんにちは♥

☆ お散歩 ☆

季節や自然に包まれて♥

　新年を迎え、お子さんの成長とともにご家族の健康と幸せを願って、あらためて気持ちを引き締められたこ
とと思います。
　子どもたちは、寒くても元気いっぱい♪「お願いだから、静かにして！」というお母さんの声が聞こえてきそう
です。感じたり思ったりしたことを、相手に伝わるように言葉にして表現することが難しい乳幼児期。身体を動
かしたり、泣いたり笑ったり怒ったり、黙りこんだりして、胸の内を表出する素直な姿をあたたかい眼差しで見
守ってあげたいものです。ひろばで保育士と一緒にお子さんの育ちについて、そっとふれてみませんか。

【1月の内容】
 １4日（水） 小児科医との座談会・個別相談
 21日（水） ママとベビーのためのお話
 28日（水） 大人のための読み聞かせ

【2月当初の内容】
 4日（水） マタニティヨガ・胎児の心音聴音
   ♥乳幼児用おやつ試食

なないろはぁと事業

☆ 親子クッキング ☆

ぼくもわたしもできるんだ♪

☆ 保護者会の子育て講座 ☆
リトミックって楽しいね♪
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女性の皆さ～ん

婦人がん検診
受けた？

元気でいきいき
暮らしたい～の　No.9
　ほけん福祉課
　　　  ８９３－３８１１

　乳がんは、若い年齢で発症するのが特徴で、
30歳代から増え始め、40歳代になると急カー
ブで増加します。
　初期のころは自覚症状がほとんどありませ
ん。しかし、初期に発見できたら90％以上は
治ると言われています。

　子宮頸がん（子宮の入口にできるがん）は、
20歳代で見つかる人が急増しています。
　検診は、医師の診察と細胞を採取して調べ、
がんになる前の状態も発見することができま
す。がんになる前の状態で見つけることがで
きれば、子宮を残して治療ができ妊娠・出産
も可能です。

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成26年11月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.4 2.2 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 6.9 7.4

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0 4
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 2.6 2.6 2.6 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.1 7.1 

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

高知県の女性に一番多いがんは、乳がんです

20歳になったら、子宮頸がん検診を受けよう

検診の対象は40歳以上
２年に１回です

検診の対象は20歳以上
２年に１回です

乳がん検診を受けて、
あなたの乳房の状態を
確認しよう！

２月に今年度最後の集団検診を
実施するよ。実施日などは
最終のページを見てね。

妊娠・出産前に
調べてみない？
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南っ子ミュニティでは学校と連携して「避難経路」を作り、「伊野南花公園」を整備。あるときは地域の
皆さんが学校を、あるときは学校が地域を応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。
地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して�
◎新年おめでとうございます
　南っ子コミュニティも６年目を迎えました。昨年も地域の皆さんのご協力で桜の里親など「奥田川親水公園」
の整備や「花公園」のお世話、裏山避難道の整備、「人材バンク」にご登録など、ご協力ありがとうございまし
た。今年も皆さんのお力添えをどうぞよろしくお願いします。

●１月の体験教室（予定）　　　参加料　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）

月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

１月１５日 木 15：00～16：00 ダンス 坂本万貴子 北舎コミュニティＲ

１月１９日 月 15：00～16：00 三味線 田村　花枝 中舎・和室

１月２５日 日 9：30～12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 中舎・家庭科室

１月２８日 水 15：00～16：15 ヨ　ガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ

１月２８日 水 15：00～16：30 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室

１月２９日 木 15：00～16：00 将　棋 刈谷　重光 中舎・図書室

※日程については変更などがありますので、最新の情報はお問い合わせください。
※最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http：//www.kochinet.ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。
■ 問い合わせ　伊野南小学校　  892－1121　担当　大嶋、大西

◎「放課後体験教室」やっています
　伊野南小学校の空き教室では、地域の活性化を目指し、放課後などに地域の方と子どもたち、そして異年齢
の子どもたち同士との交流の場として「放課後体験教室」を開設しています。講師も、町内の方ばかりです。
子どもたちと地域の方々との触れ合いもとても微笑ましいです。参加者も徐々に増えつつありますが、大人の
方の参加が少ないので、是非一度ご参加ください。見学も大歓迎です。
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申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

パソコン教室のご案内　2月開催予定講座

パソコン入門コース

ワ ード 入 門 コ ー ス

エクセル入門コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2007～13入門コースは、文書作
成ソフトであるワードソフトの基礎を学習
します。表現力のある文章や表の入った文
章、図を入れた文章などの作成をします。

エクセル2007～13入門コースは、表計算
ソフトであるエクセルソフトの基礎を学習し
ます。エクセルでの文字や数字の入力やグ
ラフ作成、計算方法の基礎を学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

Windows操作・印刷からワード・エクセル活
用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク
基礎・インターネットとメール・etcの相談室で
す。（C言語やVBAなどの言語関係・CAD
（図面ソフト）は除く。）そのほかの内容につい
ては、予約のときに相談内容をお願いします。

2 月
予 定 表

2月分締切日：１月22日（木）17:00
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

開催時間 受講料ほか ２月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00

6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト　 300円 2／  1（日）

ワード入門　使用ソフト：Word2007～13（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ２月日程

Office2013
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円

Word2013用
2／  8（日）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2007～13（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ２月日程

Office2013
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間講座

昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円

Excel2013用
2／14（土）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料ほか ２月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 受講料 500円

2／  7（土）
2／15（日）
2／22（日）

※予約がない場合は中止します。

インターネット活用 （便利な活用を学習）

開催時間 受講料ほか ２月日程

無線LAN
使用可能パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含

受講料 2,000円
テキスト　 300円 2／21（土）

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析
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問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログもみてください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

いの町かみのひな祭り2015
2月28日（土）・ 3月1日（日） 開催決定!!

募集内容

一生に一回のチャンス
！！

一生の思い出に
　　なること間違いな

し！

紙で作った
　衣装を着られるのは

　　ココだけ！？

8：30～ 受付開始!! 定員になり次第締め切り
電話又は来所にて申し込みをお願いします。

申込・問い合わせは
いの町観光協会まで！！
イベントの詳細は、来月号の
広報で紹介します。

1月18日（日）9：00～15：00
選りすぐりの特産品が、

JR伊野駅前特設会場に大集合！

試食もあるよ
!

紙でできた男雛・女雛・七福神の衣装を着て
町内をパレードに参加してくれる方

大募集!

　紙でできた男雛・女雛・七福神の衣装を着てもらい、いの大国
さまで成長祈願をし、紙の博物館までパレードを行います。

いのえきマルシェ開催決定!

1月19日（月）

▪こども雛（男女）
　※今春小学校入学児に限ります。
　2月28日（土） １０：００～
 １４：００～　
　3月 １日（日） １１：００～
▪七福神（各日）
　※衣装の関係上大人に限ります。
　※男女問いません。

各時間男女
10名ずつ
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広報いのは再生紙を使用し、
  
大豆インクで印刷しています。

1月 保 健 行 事 予 定 表2月

1 / 1 1 ～ 2 / 1 0 １月１日～10日の予定は広報12月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

休
日
当
番
医

２月
１（日） 関 田 病 院  893－0047

８（日） さ く ら 病 院  893－5111

１１（水） 森 木 病 院  893－0014

１５（日） 高 岡 内 科  892－0296

２２（日） 仁 淀 病 院  893－1551

１月
１（木） 仁 淀 病 院  893－1551

２（金） さ く ら 病 院  893－5111

３（土） 森 木 病 院  893－0014

４（日） 関 田 病 院  893－0047

１１（日） 森 木 病 院  893－0014

１２（月） と ん ぼ ク リ ニ ッ ク  879－0222

１８（日） 田 村 外 科  893－5712

２５（日） 仁 淀 病 院  893－1551
※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）

1／13（火） 枝川コミュニティセンター

９：30～  9：50
1／20（火） 天王コミュニティセンター
1／27（火） すこやかセンター伊野
2／  3（火） 枝川コミュニティセンター
2／10（火） 天王コミュニティセンター

３ 歳 児 健 診 1／22（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
吾 北 ・ 本 川 乳 児 健 診 1／29（木） 吾北中央公民館 13：30～   　　
４ か 月 児 健 診 2／  5（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：00

＜３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

内　容 地　区 実施日 実施場所 受付時間 電話予約受付期間
乳 が ん
子 宮 頸 が ん 全地区対象 2／16（月） すこやかセンター伊野 8：30～ 1／13（火）～1／19（月）

乳 が ん 全地区対象 2／22（日） すこやかセンター伊野 8：30～ 1／19（月）～1／23（金）
※乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回となっています。

子育てサービス

健診・がん検診

がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日８：30～17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申
し込みください。ハガキの場合は電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。（ハガキは
４月広報に折り込みの健康ガイドに入っています。）


